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ビオトピアの運営状況及び今後の展開 

 

■2022年度の運営状況 

１． BIOTOPIA fit＆spa Les Thermesオープン 

ビオトピアプロジェクトの第二期として 2022年４月 10日に開業。敷地内で湧出する美肌効果のあ

る温泉水を 100％使用するインドア・アウトドアプールを中心に未病改善のための「運動」と「癒

し」のプログラム・コンテンツを提供。 

      

２． 第１回ビオトピアセレクトの実施 

消費者の一層の健康志向の高まりから健全なヘルスケア市場の形成が求められており、市場形成の

第一歩として、ビオトピア・マトリクスを設置し、加えてコミュニティサイトで連携する未病産業研究

会会員企業の商品等から優良商品・サービスを選定する「ビオトピアセレクト」を 2022年４月 9日に

実施し、９社の商品・サービスを選定。 
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３．インド政府アユシュ省訪問 

  国及び神奈川県のインドとの「ヘルスケアと健康分野における協力覚書」を踏まえ、ビオトピアと

して「未病改善」においてアーユルヴェーダの手法を積極的に取り入れていくため、2022年６月 29

日にインド政府アユシュ省に黒岩知事の親書を携え訪問し、意見交換を実施。 

 

 

 

 

 

   

４．キャンプラグド vol.5（2022年 10月 22日、23日）参加者数 3,600人（２日間） 

キャンプと音楽フェスを融合したイベント。アーユルヴェーダやヨガでご協力をいただいているイ

ンド大使館との繋がりから、今回はインド独立 75年、日印国交樹立 70年を記念するため、インドの

伝統舞踊やアーユルヴェーダ、インド料理などもコンテンツとして取り入れた内容とした。 

        

2018 年 10 月 29 日、神奈川県とインド共和国アユシュ省との間で「ヘルスケアと健康分野におけ

る協力覚書」締結 

【合意内容】 

未病とアーユルヴェーダ、ヨガに関する相互理解の促進、人材育成等の分野を中心に、科学的根

拠に基づく観点により連携して取組を行い協働を推進する。 
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５．サイクルスタンプラリー（別添チラシ参照） 

  日本郵便との連携協定に基づき、県西エリアの郵便局を巡るサイクルスタンプラリーを 2023年 3

月 21日の未病の日からスタートする。 

 

６．未病の日 （別添チラシ参照） 

  2023年 3月 21日に「未病の日 2023春の健康イベント」を開催する。コロナの感染症法上の分類が、5

月には感染症法上の 5類へ移行すなど新たな環境が始まることから気持ちも新たに、自身の未病状態に

向き合い、健康への一歩を踏み出していただきたいとの考えから、今年のテーマを「Restart! Refresh! 

Retreat!（リスタート！リフレッシュ！リトリート！）」とした。 

ビオトピアの 3つのコンセプトに「計測」を加えたカテゴリのコンテンツを展開するが、国立研究開発法

人がん研究センターが開発した「がんリスクチェック」を使用した”生活習慣病のリスクチェック”他「計測」で

今の未病状態を数値的にとらえ、そこから様々な未病改善のコンテンツを体験いただくことで、より自身の

健康の目標を意識した未病改善体験していただく。 

 

 

 

 

 

■今後の展開 

ビオトピアは、本年４月にオープンから５年を迎え、また、ビオトピアプロジェクトのバックボーンで

ある「県西地域活性化プロジェクト」もプロジェクトの最終年となる。 

この５年間で未病の普及啓発や地域活性化に取り組めた一方、誰もが想定していなかったコロナへの

対応など、社会環境の変化への対応が求められる。そのため、2023 年度はこれまでの取組を振り返る検

証作業を行う予定である。検証にあたっては、神奈川県の未病政策の方向性や「県西地域活性化プロジェ

クト」における未病・ビオトピアの位置づけを十分注視したいので、情報共有をよろしくお願いしたい。 

検証作業を踏まえ、「ビオトピア基本計画の見直し」、さらには「地区計画」への反映といったことが想

定されるので、神奈川県や大井町にはご協力いただきたい。 

【がんリスクチェックとは】 

国立がん研究センターが、喫煙や飲酒習慣と肥満度など、がんをはじめ生活習慣病に関係が深い

とされてきたものと実際の罹患率について 20年間にわたり 10万件のデータを統計学的に整理し、

その人の今後 10年のがん・循環器の病気に罹患するリスクをパーセントで数値化したアプリ。 






